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MT-141の 臨 床 使 用 経 験

深 谷 一 太

横浜逓信病院内科

新しいセフェム系抗生物質MT-141を2例 の慢性気管支炎急性増悪の患者に用い,1例 有効,1

例やや有効の成績を得た。副作用を認めなかった。

MT-141は 明治製菓研究所において開発された新しい

セフェム系抗生物質で,メ トキシ基を有し,不 活化酵素

に耐性であ り,広 域スペクトルを有し,bulge形 成によ

る溶菌が速やかに発揮され,と くに動物実験における治

療成績が優れていることが報ぜ られている。

極めて少数例であるが,臨 床使用例を経験したので報

告する。

1.成 績

症例169歳,女 。

慢性気管支炎の急性増悪を来 して入院 した例に,本 剤

を1回19宛1日2回,ソ リタT3200mlに 溶解 して,

2時 間かけて点滴静注し,6日 間継続 した。

臨床症状は順調に消退し,有 効 と判定した。起炎菌は

不 明 で あっ た。 副 作 用 は認 め られ な か った。 検 査 値異常

も認 め なか った。

症 例268歳,男 。

8年 前 悪 性 リ ンパ 腫 摘 出 を受 け て い る患 者 で,約1か

月前 か ら背 痛,咳,痰,起 坐 呼 吸 とな り入 院 した。

ほ とん ど床 上 起 居 のみ 可 能 に と ど ま り,尿 道 カテ ーテ

ル を留 置 した。 肋 骨 侵 食 像 を 広 汎 に 認 め,激 しい疼痛を

訴 え る の で,持 続 的 硬 膜 外 麻 酔 を 行 な った 。

膿 性 痰 が持 続 し,痰 中 よ りイ ンフル エ ソザ 菌 を検 出し

た の で,MT-141 1回1g宛1日2回,ソ リタT3100ml

に 溶 解 し,60分 かけ て点 滴 静 注 を9日 間施 行 した。

原 疾 患 が重 症 で あ り,咳,痰 の改 善 は あ ま りはか ばか

し くな か っ た が,CRPは5+か ら1+へ 好 転 して,起

Table 1 Clinical results with MT-141

Table 2 Laboratory findings

B: before treatment 
A: after treatment
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炎菌とみなされたインフルエンザ菌は消失 し,や や有効

と判定した。

副作用と考えられる異常症状を認めなかった。検査値

異常の出現もなかった。Table 1に この2例 のまとめを

あげ,Table 2に 臨床検査値の推移を示す。

II.考 察

ただ2例 の臨床経験のみで,多 くを語 りえないが,既

存のセファマイシン諸剤に匹敵する臨床成績を収めえた

と考えられる。 日本化学療法学会新薬シソポジウムの内

容からも1),本剤 の存在価値は充分あることが うかがわ

れる。

しかし,既 存の多 くのセフェム 系抗生物質群 の 中か

ら,一 頭地を抜 くような特色を認めるには至っていない

と思われ,将 来の検討にまつところであろ う。

また,3位 のチオメチルテ トラゾール基に由来すると

考えれらている副作用についても,充 分監視が必要であ

るが,7位 側鎖に存在するアミノ酸が,ア ソタビュース

様作用の発現を阻止するという報告もあ り注目される。

これ も今後の問題であろう。

文 献

1) 第31回 日本 化学 療 法学 会 総 会, 新 薬 シ ソポ ジ ウ

ムI。 MT-141, 大 阪, 1983

CLINICAL STUDIES ON MT-141

KAZUFUTO FUKAYA
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Department of Internal Medicine

A new cephem-group antibiotic, MT-141 was administered to two patients with acute exacerbation
of chronic bronchitis.

The results was that one patient was judged as good, but another one was fair. No adverse
effect was observed.


